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土木森林環境委員会会議録 
 

 

日時    平成２８年１１月７日（月）         開会時間 午前１１時４０分 

閉会時間 午後 １時３８分 

 

場所    委員会室棟 第４委員会室  

 

委員出席者 委員長   早川 浩   

副委員長  山田 七穂 

委 員   皆川 巖   渡辺 英機  白壁 賢一  塩澤 浩      

    水岸富美男  小越 智子 

 

委員欠席者 なし 

 

説明のため出席した者  

森林環境部長 保坂 公敏  林務長 小島 健太郎 

森林環境部理事 前沢 喜直  森林環境部次長 笹本 稔 

森林環境部次長 石原 啓史  森林環境部技監 小林 均 

森林環境総務課長 市川 美季  森林整備課長 金子 景一 

県有林課長 山田 秋津  治山林道課長 鷹野 裕司 

 

県土整備部長 大久保 勝徳  県土整備部理事 垣下 禎裕   

県土整備部理事 三浦 市郎  県土整備部技監 水上 文明 

県土整備部技監 細川 淳  総括技術審査監 藤森 克也 

県土整備総務課長 中澤 和樹  道路整備課長 清水 敬一郎  

高速道路推進課長 丸山 裕司  道路管理課長 雨宮 一彦 

治水課長 鶴田 仁  砂防課長 武藤 敏正 都市計画課長 望月 一良 

下水道室長 久保田 一男 

 

 

議題    （付託案件）  

 ※第９４号 平成２８年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中土木森林環境委員会

関係のもの、第２条繰越明許費の補正中土木森林環境委員会関係のもの及び第

３条債務負担行為の補正中土木森林環境委員会関係のもの  

※第９５号 平成２８年度山梨県恩賜県有財産特別会計補正予算  

※第９６号 平成２８年度山梨県流域下水道事業特別会計補正予算  

 

審査の結果  付託案件については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した。  

 

審査の概要   まず、委員会の審査順序について、森林環境部・県土整備部の順に行うこと

とし、午前１１時４１分から午前１１時５６分まで森林環境部関係、休憩をは

さみ午前１１時５９分から午後１時３８分まで県土整備部関係の審査を行った。

（午後０時２３分から午後１時１６分まで休憩をはさんだ）  
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主な質疑等 森林環境部関係 

 

※第９４号  平成２８年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中土木森林環境委員

会関係のもの、第２条繰越明許費の補正中土木森林環境委員会関係のもの及

び第３条債務負担行為の補正中土木森林環境委員会関係のもの 

 

質疑      なし 

 

討論      なし 

 

採決      原案の通り可決すべきものと決定した。  

 

 

※第９５号  平成 28 年度山梨県恩賜県有財産特別会計補正予算 

 

質疑      なし 

 

討論      なし 

 

採決      原案の通り可決すべきものと決定した。  

 

 

主な質疑等 県土整備部関係 

 

※第９４号  平成２８年度山梨県一般会計補正予算第１条第２項歳出中土木森林環境委員

会関係のもの、第２条繰越明許費の補正中土木森林環境委員会関係のもの及

び第３条債務負担行為の補正中土木森林環境委員会関係のもの 

 

質疑 

 

（砂防事業について） 

小越委員  まず、砂防費についてお伺いします。この箇所づけ表によりましても、砂防

関係のところが全部で１１億余りなのですけれども、砂防堰堤がなかなか進ま

なくて、砂防防災とかが進まないというふうにずっと聞いているのですけれど

も、今回はどのぐらい予算要望箇所と要望金額を出して、それで採択は何カ所

で幾らだったのかまず示してください。 

 

中澤県土整備総務課長 小越委員の御質問について、まず今回の補正予算全般にかかわること

ですので私のほうから全体の説明をさせていただきたいと思います。今回、交

付金事業ということでございまして、国からいろいろなメニューが示されます。

それが２１世紀のインフラ整備であったり防災であったり。砂防は防災のほう

になってまいります。これについて、我々のほうが事業箇所のほうを国に要望

を上げてまいります。交付金でございますので、国からは具体的にこの箇所に

幾らという、そういう決定が来るわけではございませんで、こういったメニュ

ーについて交付金が出されるということですので、箇所づけ、採択箇所という

ようなものが交付金事業に関してはないという全体の説明をまず申し上げた

いと思います。よろしくお願いいたします。 
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武藤砂防課長  今回の補正予算につきましては、国に対しまして、国から示されました補正

予算のテーマに基づいて提出しております。今回、砂防関係につきましては、

国から近年発生災害に係る土砂災害対策の推進、火山地域における土砂災害対

策、人命を守る効果の高い箇所における土砂災害対策の推進というテーマが示

されました。これに基づきまして、県として緊急性や優先度、こういうものを

判断した上で事業効果が高く、用地取得や関係機関との調整など、こういった

ものの見通しが立った事業箇所について国に要望したものであります。以上で

ございます。 

 

        （耐震補強について） 

小越委員  山日新聞の１０月２７日付けの報道、それから９月議会でもお話ししました

が、トンネル、橋の点検が低調だということで、実施率が計画を下回るという

ふうになっております。それで、今回の補正予算におきまして橋梁の点検、橋

の耐震補助について、いただきました箇所づけ表を見る限りでは、箇所づけ表

の県土の３ページのところに、橋梁耐震補強工、２番、４番、５番、１１番と、

ほかというのもあるかと思うのですけれども、橋の耐震補強は今回答弁があっ

たのが６橋で、これでいきますと約６億円程度ということでよろしいでしょう

か。 

 

雨宮道路管理課長 今回の補正予算にかかわる耐震補強及び補修につきましては、委員御指摘

のとおり６億円、６橋であります。また、トンネルの補修につきまして２カ所、

２,０００万円ぐらいを予定をしておるところであります。以上です。 

 

小越委員  そうしますと、先ほど本会議で知事の所信表明でもトンネルの耐震補強や橋

梁の耐震補強に重点したというお話なのですけれども、６億と２,０００万と

いうと、額はかなり少ないと思うのですけれども、トンネル、橋の点検が低調

ということで新聞にも書かれ、議会でも取り上げられているのですけれども、

今年度のうちに実施すべきところが、この補正予算も含めて全部手当できるの

でしょうか。６カ所６億、２カ所２,０００万ではとても足りないと思うんで

すけど、進捗状況はどうなるんでしょうか。 

 

雨宮道路管理課長 トンネルの点検及び橋梁の点検については、数についてはちょっと総数は

忘れてしまいましたけれども、県だけをとってみると、予定どおり３年間進ん

でいる状況であります。以上です。 

 

小越委員  耐震補強６橋６億、トンネル２カ所２,０００万というのは、進捗状況は達

していて、平成３０年までに全部終わるということでよろしいのでしょうか。 

 

雨宮道路管理課長 委員の御指摘のとおり、３年目になりますけれども、今のところ予定どお

りであります。以上です。 

 

小越委員  それで、私の知っている限り、ここの予算がなくて進んでいないとういうふ

うに全体の計画の中でも言っています。平成３０年度、ここにね、県の担当者

が下半期になることが多いと書いてあるんですけれども、達しているのかなと

いう。もっとたくさん耐震補強せねばならないところがたくさんある割に、６

橋というのは少ないと思うんです。 
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        （河川管理施設について） 

  それから、もう一つ、先ほど河川のところで箇所づけ表の５番で、河川管理

施設修繕というのがありましたけれども、特定構造物の改築事業費、今回２億

６,０００万あるのですけれども、これの進捗ぐあいがどのようになっている

のでしょうか。 

 

鶴田治水課長  特定構造物改築事業につきましては、河川管理施設の長寿命化計画に基づい

て実施をしておりまして、今回、補正で２億６,５００万ということで計上さ

せいただいておりますけれども、これについては平成２９年の一部前倒しまで

含めて補正を計上してございます。 

 

        （道路整備事業について） 

小越委員  どのぐらい進んでいるのかちょっと答弁がないのですけれども。それからも

う一つ、先ほど、県内道路ネットワークの基幹道路ということで、知事が先ほ

どの皆川議員の質問の中で、「リニアの駅へ３０分程度で着けるように拡大す

る道路整備の予算を」というふうに言ったのですけれども、それは幾らぐらい

で、どこの事業に入っているのでしょうか。 

 

清水道路整備課長 お配りしてあります予定箇所表の中でいきますと、その中のリニアの３０

分圏域を拡大するためには、高速道路とか地域高規格道路を使うのが一番効果

的と考えておりますので、インターチェンジ関連などに配分しています。この

箇所表の中でいくと、１番の３５８号、２番の富士吉田西桂線の富士吉田のイ

ンターチェンジ、あと、下から２番目、国道３００号だとか、１３番目の割子

切石線、これは中富インターチェンジ関連の事業ですけれども、こういうもの

に使いまして、２１世紀型というところに書かせていただきました。その前の

ページの１ページ目にも国道橋りょう改築費ということで、新山梨環状道路の

東部区間、ここに２億５,０００万円ということで、全体で１７億４,０００万

ほど計上させていただいております。 

 

小越委員  リニア関係といいますか、リニアの加速整備という国の枠組の中でいって、

今回のリニアの駅と３０分で結ぶのを念頭にしながら１７億という話ですけ

れども、片や橋梁耐震が８億、これで全部終わるというふうな答弁で、本当に

そうなのかと思うのですけれども、何か使い方が耐震補強のほうが少なくて、

道路のリニア関係が多いのはどうしてなんでしょうか。本当にこの橋の耐震補

強が、これで終わりで大丈夫なんですか。 

 

雨宮道路管理課長 先ほど委員のほうから説明がありましたけれども、すみません、２８年度

末で２０橋、全体３１年末に予定しているのが６２６橋のうちの５２８橋、８

４.３％が終わる予定でおります。また、この補正予算を追加したことにより

まして、６橋のうち４橋が終わります。そうすると、全体で２８、補正予算を

追加して８５％が終わることになりまして、３１年度までに残り９４橋になる

と思うのですが、予定どおり進んでいるということであります。以上です。 

 

小越委員  私は、その９５％、８５％はもっと前倒しをして、県民の人が皆さん心配し

ております道路とか橋の点検、それから橋梁のほうを最優先にするべきだと思

っております。だけど、今回はリニアという国の枠組の補正予算でというのが

あるのですけれども、そこにどうも目が行って、道路全体を見ますと、この箇

所づけ表の緊急道路整備改築で道路関係だけで、ここで２３億です。前のペー
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ジ、２億５,５００万。街路整備も入れますと、９ページですよね。道路改良

を含めると３０億円ぐらいに道路関係だけで行くわけです。必要な道路がある

かもしれませんけれども、優先順位が違うんじゃないかと思うんです。 

 

       （経済効果について） 

先ほど、経済効果があるというふうに本会議でも知事が答弁されたり、所信

表明があったのですけれども、これによって経済効果というのは何をもって経

済効果があるというふうにはかれるのでしょうか。 

 

中澤県土整備総務課長 まず、この道路のリニア関連のネットワークの話、それから防災関係

の話でございますが、今回の国の枠組が大きく２つございます。交付金の種類

も違っております。２１世紀のインフラ整備、こちらが社会資本整備総合交付

金という１つの交付金の体系であります。その中に新しい道路のネットワーク

のものが入っております。それから、防災関係は安全・安心防災対応の強化と

いう国のメニューの中、防災安全交付金ということで、また別の交付金という

事情があるということをまず御理解をいただきたいと考えております。それか

ら、この社会的な経済効果という点に関しては、本会議でもお話が出ましたが、

いわゆるストック効果、フロー効果、まずこういった社会整備が進む、耐震化

が早く完成する、そういった効果といわゆるフロー効果の経済対策効果、この

２つがあると考えております。よろしくお願いいたします。 

 

小越委員  その経済効果って、例えば金額ですとか雇用とか、そういう数字とかってあ

るんでしょうか。リニアのところに整備して、ストックがあるといっても、そ

のリニアのところにどのぐらい効果があるかというのがわからないと、目の前

の工事だけすれば建設業者の仕事が増えるかもしれませんけれども、それが未

来永劫どのぐらいその効果があるのかって検証をしておかないと、工事をすれ

ば一時的には建設業者の仕事が増えるかもしれませんけれども、後々の経済効

果のことまでどのように計算してあるのか、見込んでいるのか、そこを示して

ください。 

 

中澤県土整備総務課長 今回の補正予算に関して、いわゆるフロー効果の話に関して申します

と、答弁でもございましたとおり、投資額に対して１.５倍の経済波及効果が

見込まれるということが数字としては言えると考えております。あとは、有形、

無形、いろいろな社会資本整備が進むことによるストック効果というものが発

現をするというふうに考えております。 

 

討論 

 

小越委員  この補正予算に反対いたします。先ほど、橋の耐震補強、トンネルのところ

は十分だと言いましたけれども、８５％ということを見れば、そこをまず優先

的にやるべきであります。経済効果がどのようになるかわからず、フローの問

題、ストックの問題でも曖昧なまま進めるとなりますと、借金だけを残すよう

な未来の投資というのはいかがなものか、優先順位がやはり公共事業は違って

いると思いまして、私はここに反対いたします。 

 

採決      原案の通り可決すべきものと決定した。  
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※第９６号 平成 28 年度山梨県流域下水道事業特別会計補正予算 

 

質疑 

（下水道の耐震工事について） 

小越委員  確認なんですけれども、たしか下水道の耐震化というふうに補正予算で説明

があったんですけど、ここの４つの流域のうち、電気設備を除くと約１億２～

３，０００万円が下水道耐震化と思ってよろしいでしょうか。 

 

久保田下水道室長 今回の安全・安心に係る補正といたしまして、富士北麓流域下水道、峡東

流域下水道、釜無川流域下水道の３つの流域下水道につきまして補正予算をお

願いしてございます。北麓流域下水道につきましては、管渠の長寿命化工事と

いうことで、機能を補強するというふうな形になりまして、これは耐震工事で

はありません。峡東流域下水道と釜無川流域下水道につきましては、２件とも

管渠の耐震工事というふうな形になってございます。 

 

小越委員  耐震工事というのは下水の中で全体どのぐらいあって、どのぐらい進んでい

るんでしょうか。まだかなり残っているんでしょうか。 

 

久保田下水道室長 下水道の管渠につきましては、耐震設計の基準が変わりました新しい時点

で工事をさせていただいたものにつきましては、耐震機能が確保されておりま

す。基準が変わります前に施工させていただきました管渠につきましては、富

士北麓流域下水道、それから峡東流域下水道、釜無川流域下水道とございます

が、こちらにつきましては耐震補強を行っているというふうな状況でございま

す。耐震補強の必要な管渠の延長につきましては、全体で２２２キロほどござ

いまして、そのうち約６５％ぐらいなのですけれども、補強が終わっていると

いうふうなこととなっております。今後、集中的に取り組むために各管渠等設

計と交通機関、道路管理者との協議を行いながら予算を組みまして、早急に対

策をしていくという予定となっております。以上です。 

 

討論      なし 

 

採決      原案の通り可決すべきものと決定した。  

 

 

その他        本委員会が審査した事件に関する委員会報告書の作成及び委員長報告について

は委員長に委任された。 

 

 

以  上 

 

 

                       土木森林環境委員長  早川 浩 

 

 


